
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期が始まりました。海田中学校の主役である皆さん、夏休みは楽しく過ごせましたか？主役のいない夏休みの

教室は、少し寂しくもありましたが、先週の水曜日からは３年生も登校し、少しずつ活気が戻ってきました。加えて、大き

な事故などもなく、あなたと一緒に２学期のスタートが切れることを、何よりうれしく思います。 

さて、こちらに示した写真。これは皆さんが素敵な演技を見せてくれた体育祭のダンスの最後の場面です。私の一

番のお気に入りの写真の一つです。なぜ、こんなに、この写真のことを気に入っているのだろう？私自身、少し不思議

な思いです。自分なりに考えて行き着いたのは、この写真には、たくさんの「夢」と「夢中」が、そして、海田中の「プラ

イド」と「リスペクト」が、いっぱい詰まっているから。その結果、たくさんの「笑顔」と「ありがとう」が溢れているからだ

ということです。２学期も、考え、そして実践すること、自律・尊重・挑戦をキーワードに、「笑顔」と「ありがとう」が溢れ

る毎日を紡いでいきましょう。 

11 月１日には文化祭があり、そこでは合唱コンクールが行われます。学級担任時代、私が着目していたのは、「き

れいに響いていない、クラスの人数分の歌声が、しっかり聞こえているか」です。最初の段階で、「割ときれいに響いて

いる」時は要注意です。なぜなら、「歌える人だけが声を出している」「自信のない人は声を出していない」状態だから

です。最初は、多くの人が、きちんと音程が取れていないのが当たり前です。だからこそ、しっかりと声を出してみて、

「これでよい」のか「これは違う」のかを自分自身が理解する必要があります。しっかり声を出さないと、「これでよい」

のか「これは違う」のかは分かりません。では、なぜ、声を出さないのか？例えば、「笑われるのではないか？」「迷惑を

かけるのではないか？」「できない姿を見られたくない」ということではないでしょうか。これらは、違う言い方をする

と、「クラスの仲間を信じ切れていない時」なのかもしれません。だから、「私たちのクラスは、信じても裏切らないクラ

スだよ。しっかり声を出して、うまくいけば、みんながそれを認めてくれる。もし、自信がない部分があれば、そここそ、し

っかりと声を出して、「自分はここの部分に自信がないよ。誰か助けてよ。」ということを伝えようよ。きっと誰かが、「こ

こは、こんな感じで歌えばいいよ」って、より大きな声で教えてくれるよ。」ということを、クラスのみんなで確認しまし

た。そうやっていけば、多くの部分は、音やリズムが不思議なくらい自然と合っていきます。それでも、音やリズムが取れ

ない人もいます。そんな時は、個別に練習です。あるいは、その、取れていない人にはしっかり歌ってもらった上で、そ

れを上回るしっかりした歌声をみんなで重ねること。こんなことを繰り返していく中で、自然と歌声もクラスもいい感じ

に仕上がっていきます。そして、何より、何物にも代え難い想い出が仕上がっていきます。笑顔とありがとうが溢れま

す。ただ、これらのことは、何も合唱コンクールだけでしか味わえるないものではありません。日々の授業や生活だって

同じです。３年生には、先日「受験は、個人の孤独な戦いではなく、団体戦なんだ」と話しました。もう少し踏み込んで

言うと、「学びって、団体戦なんだ」ということです。このフレーズを、あなたに実感してほしいのです。結局、自分自身

に「プライド」を持ちながら、相手に対する「リスペクト」を忘れず、その時々に抱く「夢」の実現に向けて、「夢中」にな

ること、その際のキーワードになるのが、「考え、実践する」こと、そのためのポイントが自律・尊重・挑戦なのだというこ

とに、あなたは気づいていくと思います。そのことによって、また、そのプロセスにおいて、「笑顔」と「ありがとう」が溢

れる毎日を紡いでいきましょう。今学期、私は、どんなお気に入りの写真を手に入れることができるか、今から楽しみで

仕方ありません。私たちも、精一杯サポートしていきます。あなたが主役の、素敵なストーリーを、今学期も力いっぱい

積み上げていきましょう。 
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2学期が始まりました（始業式の式辞） 



 

 

 

７月 30日（水）に実施された小学生対象のイングリッシュキャンプに、ボランティアとして本校生徒が参加しまし

た。小学生のために、積極的にサポートをしながら頑張っていました。このイングリッシュキャンプは海田町国際交流

協会が毎年実施しています。日々の英語学習の成果を発揮するチャンスだけでなく、ネイティブの方と直接関わること

ができる素敵な場です。来年度もボランティアを募集されるかもしれません。ぜひ応募してみましょう。ボランティアの

皆さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７、８月に３年生最後の郡市夏季大会がありました。同時期に吹奏楽部がコンクールに参加しました。３年生にとっ

て部活動の集大成となる大会・コンクールで練習の成果を精一杯出し切っていました。本当にお疲れさまでした。運

動部については、１、２年生の新チームが始動しています。３年生を超えられるよう、夢と志を持ってがんばりましょう。 

 

○主な結果 

サッカー ３位   吹奏楽  第 66回広島県吹奏楽コンクール 金賞（ブロック代表に選出され、県大会出場） 

卓球  個人戦５位 野間晴人 

陸上 男子総合３位 男子 3000m ２位 宍戸祐太  ３位 牛腸隆介   １年男子 1500m ２位 高橋寿直   

男子 1500m １位 今村涼太郎  １年男子 100m ２位 銭谷睦也  

男子 110mハードル １位 銭谷睦也  

女子総合２位   女子 800m １位 新宅莉央  女子 100mハードル ２位 梶山瑠心      

女子 200m ２位 高椋未彩  女子走り幅跳び ３位 今井七海 

女子走り高跳び １位 梶山瑠心  ２位 行重実紀    

水泳  郡市夏季大会   女子総合２位 50m自由形 ３位 安井瑠希  100m平泳ぎ １位 西明希帆 

                                  200m平泳ぎ１位 西明希帆 

50m自由形 ２位 佐伯瞭磨    

100m平泳ぎ ３位 佐伯瞭磨   

      100m背泳ぎ ３位 高西剛誠 

      県選手権大会    

100m平泳ぎ １位 西明希帆  

 200m平泳ぎ１位 西明希帆 

      中国大会    

100m平泳ぎ ２位 西明希帆   

200m平泳ぎ２位 西明希帆 

   

 

 

裏面に続きます 

イングリッシュキャンプのボランティア 

郡市夏季大会、コンクール、そして新チームへ 



 

 

 

 ９月 25 日（木）に安芸郡教育研究会が海田中学校で開催されます。当日は、以下の学級で授業を公開します。授

業公開に向けて、７月 31 日（木）に広島大学大学院 人間社会科学研究科 木下博義教授を招いて校内研修を行

いました。研修においては、授業づくりの理論を学び、それを生かして学習指導案を検討しました。研究会まで残り１ヶ

月、生徒の皆さんのために精一杯授業づくりをしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級 1-1 1-2 1-4 1-5 2-2 2-3 2-4 2-5 3-2 3-4 

教科 保体 技術 理科 社会 数学 英語 家庭 美術 国語 音楽 

授業者 久保 平岡 濱野 名合 北橋 佐々木 川上 松尾 木村聡 佐伯 

※授業は５校時に実施します。授業のない学級は昼食、掃除後に下校になります。部活動はありません。 

 

 
９月の行事予定 

１ 月 教育実習開始（３年 保体） 

2 火 公立高校説明会（３年）      職場体験学習（２年） 

3 水             職場訪問（１年） 

4 木  

5 金  

6 土  

7 日  

8 月 芸術鑑賞会（５、６校時） 

9 火  

10 水  

11 木 生徒朝会 

12 金 一斉閉庁日 

13 土  

14 日  

15 月 中間試験週間   敬老の日   

16 火  

17 水  

18 木 中間試験 

19 金      避難訓練 

20 土  

21 日  

22 月 教育実習終了 

23 火 秋分の日 

24 水 ５時間授業 

25 木 第３回安芸郡教育研究会 

26 金  

27 土 英語暗唱大会 

28 日  

29 月  

30 火 地域貢献アイデアコネクト出前授業（２年 ５、６校時） 

【10月の主な予定】 
 
１日 生徒委員会  １日～22日 教育実習   ７日 パナソニックサイクルテック出前授業 
７日 特別支援教育体育交流会  ８日 睡眠学習（１年）  10日 がん教育（３年）   
11、12日 郡市新人大会  23日 全校朝会   31日 文化祭前日準備 

 

安芸郡教育研究会 授業公開に向けて 


